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（午前９時５９分 開会） 

○松本暁彦委員長 ただいまから、駅前等

再開発特別委員会を開会します。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 嶋野市長。 

○嶋野市長 おはようございます。 

 冒頭に松本委員長、水谷副委員長におか

れましては、このたびは御就任おめでとう

ございます。 

 また、これまでは議長団としていろいろ

とお支えいただきましてありがとうござ

いました。引き続きどうぞよろしくお願い

いたします。 

 また、委員の皆様方におかれましては、

大変にお忙しい中、駅前等再開発特別委員

会をお持ちいただきまして誠にありがと

うございます。 

 本日は、令和５年度摂津市一般会計歳入

歳出決算認定の件所管分の御審議を賜り

ます。何とぞ慎重審査の上、御認定いただ

きますようによろしくお願い申し上げま

す。 

 私はこの場を一旦退席いたしますけれ

ども、在庁しておりますのでよろしくお願

いいたします。 

○松本暁彦委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、水谷委員

を指名します。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時   休憩） 

（午前１０時１分 再開） 

○松本暁彦委員長 それでは、再開いたし

ます。 

 認定第１号所管分の審査を行います。 

 補足説明を求めます。 

 永田建設部長。 

○永田建設部長 認定第１号、令和５年度

摂津市一般会計歳入歳出決算のうち、建設

部が所管しております事項につきまして、

目を追って主なものについて補足説明さ

せていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 決算書の４４ページ、款１５国庫支出金、

項２国庫補助金、目５土木費国庫補助金の

うち、千里丘駅西地区再開発及び千里丘駅

周辺地区整備に係る社会資本整備総合交

付金でございます。 

 ５４ページ、款１６府支出金、項３委託

金、目２土木費委託金のうち、連続立体交

差事業調査委託金及び５６ページ、千里丘

駅西地区再開発事業に係る電線共同溝委

託金でございます。 

 ６４ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入のうち、千里丘駅西地区再開発事

業に係る府営住宅使用料でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １７６ページ、款７土木費、項４都市計

画費、目２街路事業費のうち、阪急京都線

連続立体交差事業に係る権利購入費や連

続立体交差事業負担金、物件移転等補償費

などでございます。 

 １８０ページ、目５再開発事業費は、千

里丘駅西地区再開発事業に係る調査計画

等委託料や再開発関連工事移転補償費な

どでございます。 

 以上、建設部の所管いたします決算内容

の補足説明とさせていただきます。 

○松本暁彦委員長 説明が終わり、質疑に

入ります。 

 野口委員。 

○野口博委員 おはようございます。 

 最初に阪急京都線連続立体交差事業に

ついてです。 

 決算概要、１２４ページ、１２５ページ

です。千里丘駅西地区再開発事業は１２６

ページにそれぞれ予算が計上されていま
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すので、順番に質疑させていただきたいと

思います。 

 連続立体交差の問題です。 

 まず、令和５年度と及び現時点の状況を

含めて取組状況について、少し概略の説明

をお願いします。 

 その中で、用地買収について、令和５年

度中に大体８０％程度は買収見込みだと

答弁がありました。その辺がどうなのかと、

摂津市駅東口があった東側と合わせて全

体の用地買収の到達率を含めて東西それ

ぞれお答えをいただきたいと思います。 

 ２番目は当面の工事計画です。 

 阪急京都線連続立体交差事業ニュース

として第５号が発行されています。そこで、

阪急摂津市駅前のロータリー、仮設広場に

ついていろいろステップに応じて説明が

あります。 

 第５号に示されている駅前ロータリー

の整備が大体どのくらいまでかかるのか。

併せて、令和７年度も含めて仮線の工事と

の関係も含めてどのくらい動いていくの

かお示しいただきたいと思います。 

 ３番目は、事業延長２．１キロメートル

で整備が進んできておりますが、地元から

いろいろと相談いただきます。 

 そこで、香露園地区において用地買収が

計画全体に対してどのぐらいまでいって

るのか。また、千里丘東２丁目、千里丘東

１丁目は西側なので、仮線は後から来るわ

けです。それもどのぐらい進んでいるのか

分かりやすく説明いただきたい。 

 ４番目は工事費の問題です。 

 現時点では４３７億円になってます。そ

の中で改めて摂津市の負担、大阪府の負担、

国の負担、阪急電鉄の負担についてどのく

らいになっているのか。また、工事につい

ては増えておりますので、その辺の増額に

なった要因についても改めてお聞かせい

ただきたい。 

 ５番目、多くの地権者がいらっしゃいま

す。人の権利を扱いますので、市の職員も

大変しんどい思いもされたと思います。そ

の点は敬意を表したいと思います。いろん

な形で寄り添った対応が行われてきたと

思いますけども、特徴的な中身について紹

介いただければと思います。 

 次、千里丘駅西口にいきます。 

 ６番目、執行率が７０．３％、約７割で

あります。改めて令和５年度及び現時点の

取組状況もお示しいただきたい。 

 都市計画決定が４年前の２月２５日に

行われました。権利変換計画の認可が２年

前の１２月１５日に行われて、その後、事

業計画決定しながら今日まで至っており

ます。いろんな形で目に見える工事が今、

展開されています。まずは、取組状況につ

いて分かりやすくお示していただければ

と思います。 

 ７番目は、資金計画であります。 

 先般の大阪府の確認で現時点の事業費

は総額２９４億円、市の負担分は５３億円

という数字が報告されています。当初に比

べて大変な増額になっていますが、その辺

の増額の要因についてお考えや受け止め

方を示していただきたいと思います。 

 ８番目ですが千里丘駅西地区再開発工

事についてです。 

 第２街区の建物が建設されて目に見え

る形になっております。大和ハウス工業株

式会社を中心としたいわゆる共同企業体

が受け持つ範囲と摂津市が受け持つ範囲

について分かりやすく説明をいただきた

いと思います。 

 ９番目は、いわゆる特定建築者の範囲の

中で、３６階建ての店舗部分だとかマンシ



- 4 - 

 

ョン部分についても権利者の方が８戸権

利変換で入居予定であります。その他３３

５戸から差し引いた分について、保留床と

して販売をしていくということもありま

すし、店舗７，０００平方メートル余りに

ついても、第２街区もプラスアルファあり

ます。店舗展開についても販売権を持って

おりますが、その辺の内容についても説明

いただければと思います。 

 １０番目は、建物の地震機能です。 

 南千里丘地域に３５階建てのタワーマ

ンションもあります。昨今の地震災害の下

で、全国でタワーマンション、いわゆる高

層住宅が建てられておりますが、千里丘駅

西口の３６階建てのマンションでは、地震

が発生した場合にどういう形で機能する

のかを分かりやすく説明いただきたいで

す。また、第１街区は基礎工事が行われて

おりますが、基礎のくいが何メートルなの

かも含めて、第１街区の工事状況も説明い

ただければと思います。 

 １１番目は、店舗展開の問題です。 

 過去いろいろな形でこの開発によって

７，０００平方メートルプラス第２街区の

業務中心の店舗があります。これだけの店

舗面積に新しいお店が出てくると、地元周

辺商店への影響がどうなのかという問題

があります。きちんと周辺商店との間でど

ういう店舗展開をするのかについて、買回

り品、最寄り品を含めていろんな形がある

かと思います。そういう意味では駅前再開

発を行って周辺商店が店を閉じることの

ないようにきちんと事前の協議もしなが

ら進めていただきたい。周辺の商業施設の

調整会議がどうなっているのかも教えて

いただきたいと思います。 

 １２番目は、従前の権利者の現状につい

て教えていただきたいと思います。 

 ２年前に権利変換計画が行われて、再開

発ビルに入る方、出ていく方などが明確に

なり今日に至っております。以前からいろ

んな状況に補償もしながら、国のいわゆる

再開発法に基づいていろいろ制限があり

ますけども、極力、地元自治体として頑張

って対応してほしいと申し上げてきまし

た。 

 当初、年明け決定時点では土地所有者３

１名、借地権者１５名で、地権者と言われ

る人が４６名でありました。プラス約６０

名の借家経営者がおりまして、１００名を

超える権利者がおります。従前の権利者の

現状がどうなっているのか、分かっている

範囲で教えていただきたいと思います。 

 １３番目は、公共施設の問題であります。 

 市として第１街区、第２街区も含めて、

お金を出して公共施設床として確保する

ことはなしという結論に至っていると思

います。以前、南千里丘の開発のときに事

業主の好意で保健センターやコミュ二テ

ィプラザについて寄附いただいたことも

経過上あります。再開発事業では一般的で

すが、特定建築者は２割から３割の利益を

得ると言われております。南千里丘におけ

る再開発事業の経験も含めていろんな形

があろうかと思いますが、単純に市が全額

を持っていろんな交渉の仕方もあろうか

と思います。それも含めてこの公共施設は

やっぱり何らかの形で確保すべきだと思

いますので、経過についても教えていただ

きたいと思います。 

 １４番目。それと身近な問題で、今、工

事をやっていますマルヤスの反対側付近

に歩道が広がっておりますが、勾配がある

関係で最近よく車椅子の方やつえをつい

ている方々から相談を受けます。勾配が危

ないので、ぜひ改善をしてほしいと思って
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おりますが、その点どうですか。 

 以上です。 

○松本暁彦委員長 答弁を求めます。 

 西課長。 

○西連続立体交差推進課長 まず、令和５

年度の取組の内容について説明させてい

ただきます。 

 現在、本市では平成３０年３月に各関係

者間で締結しておりますそれぞれの役割

と費用分担について定めた覚書に基づい

て事業を推進しており、主に用地取得と道

路に関する調査測量及び設計と、鉄道工事

着手に向けた準備工事を実施しておりま

す。 

 まず、令和５年度の全体的な用地の取得

状況は、仮線用地や付替道路用地、環境側

道用地など必要な事業用地の取得も進ん

でおり、権利者の方々の本事業に対する理

解と協力によりまして、令和５年度では全

体の約６０％の面積を取得できておりま

す。 

 これは用地を提供いただきました権利

者との契約件数の割合で言えば全体の約

７０％となります。 

 また、仮線に必要な鉄道東側用地の取得

状況で言えば、約６５％の面積を取得でき

ておりまして、契約者ベースで言えば９

０％となっております。 

 次に、調査測量及び設計は、庄屋１号線

及び庄屋９号線の２路線の付替道路工事

に係ります詳細設計や鉄道と交差する水

路施設の切替工事の設計、庄屋公園の支障

移転工事の設計などを実施しておりまし

て、令和６年度以降の工事発注に向け準備

を進めてきたところでございます。 

 令和５年度からは新たに準備工事にも

着手しており、令和６年度より本格的に実

施しております庄屋１号線付替道路の道

路築造工事に先立ちまして、付替道路用地

と沿道地との間に土留めのための鋼矢板

を打設する工事を実施いたしております。

これに加えまして、鉄道東側に仮線路を敷

設するためには、駅舎等を含め駅前の機能

を東側に移設する必要がありますことか

ら、仮設駅前広場整備工事を２か年の工事

として発注しており、令和６年度の完成に

向け現在も引き続き整備を進めていると

ころでございます。 

 続きまして、令和５年度中の８０％の目

標というお問いに対してです。委員が御指

摘の８０％の目標値につきましては、あく

までも要求どおり予算が計上され、かつ予

定しておりました権利者の方々全員と契

約ができた場合の目標値であったかと認

識しております。 

 令和５年度は事業主体である大阪府の

国費要求額に対し全額配分されなかった

ため、大阪府からの委託金も減額となって

おります。用地交渉は何分相手方のおられ

ることでございますので、今後の関係性も

考えますと理解と協力を得た上で用地の

取得を進める必要がありますことなどか

ら８０％に達しなかったものでございま

す。 

 権利者の方が所有されております用地

の中には、１件の権利者が所有されます用

地の面積がほかの面積、ほかの権利者の持

つ面積に比べてかなり大きいケースがあ

ったり、１件の用地に対してオーナーや借

家人などを含めてたくさんの方が関わっ

ておられるというケースもあります。一概

に面積ベースとか権利者ベースだけの割

合で正確な用地進捗が推し量れない部分

もあるとは思います。参考までに令和６年

１１月現在での状況を答弁させていただ

きますと、面積ベースで約７割、契約者ベ
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ースで約８割弱まで取得させていただい

ておりまして、おおむね順調に進んでいる

と考えておるところでございます。 

 引き続きまして、香露園地域と千里丘地

域の用地進捗の状況です。正確な数字まで

は持ち合わせていないのですけれども、本

市で進めております用地取得業務につき

ましては、基本的に鉄道工事着手に必要と

されております東側の起終点の用地、それ

から駅舎周辺の用地を優先的に進めさせ

ていただいておるところでございます。 

 質問がありました香露園地域及び千里

丘東地域ですけれども、まず香露園地域に

つきましては、鉄道東側で仮線用地となり

ますので優先的に交渉は進めさせていた

だいております。一部残っておるところも

ありますけれども、おおむね取得は完了さ

せていただいていると考えております。 

 一方、千里丘東地域は、鉄道西側の用地

となりますので、一部区間については鉄道

工事着手に必要な用地もございますこと

から、既に交渉は進めさせていただいてお

り、こちらも一定の取得は進んでいると考

えております。 

○松本暁彦委員長 松本参事。 

○松本連続立体交差推進課参事 続きま

して、今年度の阪急摂津市駅前広場の工事

の状況と今後の見通しについてお答えい

たします。 

 先ほど西課長からの答弁でも説明させ

ていただきましたとおり、本市で行ってご

ざいます用地取得や準備工事は、おおむね

順調に進んでございます。 

 駅前広場の工事の状況ですけれども、令

和５年度、令和６年度の債務案件で発注い

たしまして、構造物は、おおむね移設が完

了してございます。また、先日、舗装も完

了いたしましたので、今年度完成に向けて

現在進んでいるところでございます。 

 一方、鉄道工事に関わります進捗状況で

すけれども、現在、鉄道本体工事の設計を

担当されている阪急電鉄の設計部門から

は一部修正はあるものの、鉄道東側の仮線

工事に係ります詳細設計は基本的に完了

していると聞いてございます。 

 現在、地下埋設物事業者や本市などの関

係者との協議調整をするとともに本市の

用地取得と準備工事の状況を確認しなが

ら鉄道本体工事の詳細設計を鋭意進めて

いると伺ってございます。 

 詳細な構造が描けなければ詳細な施工

計画や工程も見えてきませんので、現段階

で鉄道工事の具体的な内容やスケジュー

ルまでは伺えていない状況です。 

 しかし、本市で進めております用地取得

や準備工事も一定進んでおりますことか

ら、これらの状況を踏まえ事業主体である

大阪府や鉄道工事を行う阪急電鉄に対し、

できるだけ早期にしかるべきタイミング

で鉄道工事に着手していただけるよう、強

く求めているところでございます。 

 今年度末には、用地の取得状況と阪急電

鉄の設計状況を関係者間で共有し、仮線工

事の着手時期を見極めていくことになる

と考えております。 

 現段階で事業主体であります大阪府よ

り事業認可の変更の予定等につきまして

は伺っておりませんが、建設業の働き方改

革に伴います４週８休の取組などを推奨

されており、これだけの大型事業でござい

ますので、ほかの連続立体交差事業やそれ

以外の大型事業を見ても同様に、今後の事

業進捗とともに様々な課題に直面し、なか

なか予定どおり進まなくなる可能性もな

いとは言えないと考えています。 

 令和１５年度の完成に向けて大阪府及
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び阪急電鉄とともに協力して一丸となっ

て今後も事業を進めてまいりたいと考え

てございます。 

 以上になります。 

○松本暁彦委員長 西課長。 

○西連続立体交差推進課長 全体事業費

におけます工事費のお問いです。本事業は

関係者間で事業費の負担割合を決めてお

り、平成３０年に取得しました事業認可に

おける全体事業費４３７億円のうち、阪急

電鉄が６％の２６億円を、残りの９４％の

うち国が５５％の２２６億円、大阪府が３

０％の１２０億円、本市が１５％の６５億

円を負担するものとなっております。 

 この事業費につきましては、当面、毎年

度ごとの連立事業費の１５％を連続立体

交差事業負担金として予算計上していく

ことになります。事業終盤で大阪府が最終

的に関係者の負担割合になるように協議・

調整なされると伺っております。 

○松本暁彦委員長 住民対応や、特徴的な

中身についての答弁が抜けています。 

○西連続立体交差推進課長 用地交渉に

おけます地権者への寄り添った対応とか

事例について説明させていただきます。 

 用地交渉におきましては、事業には協力

していただけますが、肝腎の移転先が見つ

からないなどが原因で交渉が進まないと

いった事例がよくあります。特に高齢の方

は、御自身の希望に沿った移転先を見つけ

るのがなかなか難しくて、インターネット

等で物件探しとかができるんですけども、

なかなかそういったことも難しいという

お声を聴いたりもございます。そういった

場合には職員のほうでインターネットな

どを活用しまして、希望の物件情報を聴き

取りいたしまして、条件に合いそうな情報

があれば参考までに提供させていただい

ており、実際に次の移転先が決まった事例

もあります。 

 高齢の方に限らず権利者との用地交渉

におきましては、皆様それぞれ個別具体的

に様々な事情を持っておられますし、また、

買収や借地により移転を余儀なくされま

すことで、権利者の方々の日常生活やこれ

まで描いておられた将来設計に大きな影

響を及ぼすことになりますので、時間の許

す限り、できるだけ寄り添った交渉や対応

に努めなければならないと考えて、日々交

渉に努めさせていただいているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 松本参事。 

○松本連続立体交差推進課参事 事業費

の増加要因につきまして、今後の想定を答

弁させていただきます。 

 現在、阪急電鉄で進められております鉄

道本体工事の詳細設計が完了して工事費

が精査された段階で、関係者間で共有を行

い事業費の妥当性について、まずは協議し

ていくことになると考えてございます。 

 事業費の増額は、近年の物価上昇により

資機材や労務単価も高騰しておりますの

で、今後、事業費が上がる可能性がゼロで

はないと考えております。 

 鉄道工事に際しては、新技術、新工法や

安価な工法を採用するなどして、できるだ

けコスト縮減に努めていただけるよう求

めてまいります。 

 以上になります。 

○藤井都市計画課長 それでは、開発事業

に関する質問に答弁申し上げます。 

 まず、１点目の令和５年度の取組と現時

点の状況でございます。 

 令和５年度は、地権者との交渉において

無事に全権利者と契約を締結し、明渡しを
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完了することができております。 

 工事は、建築工事に向けた準備として、

建物解体工事や下水道の整備工事、電線共

同溝の整備を進めるとともに、埋蔵文化財

調査も行っております。 

 また、特定建築者選定委員会でのプレゼ

ンテーション審査により、特定建築者を選

定し、令和５年６月３０日に基本協定書を

締結しております。 

 現在は特定建築者が令和６年４月から

建築工事に着手し、１街区は基礎工事、２

街区は躯体工事を進めているところでご

ざいます。 

 市発注工事は、前年度から繰り越してい

る電線共同溝の整備を進めており、区画道

路２号線の工事は、先日契約を締結し現場

着手に向けた準備を進めてございます。 

 駅前広場やデッキの整備を行う公共施

設工事は、契約に向けた手続を進めている

ところでございます。 

 ２点目の資金計画、増額の要因等でござ

います。 

 ９月の事業計画の変更で事業費の変更

を行っております。 

 こちらの内容につきましては、全体事業

費約２５９億円から２９４億円に約３５

億円の増加を行っております。 

 市の負担額につきましては、約４０億円

から約５３億円に約１３億円の増額とな

ってございます。 

 その要因は、全体事業費のうち、建築工

事費が１７０億円から２０５億円に３５

億円増額しており、原因は物価高騰による

工事費の増加でございます。 

 ３点目の工事における特定建築者と市

の役割分担は、建築工事につきましては、

基本的に先ほどの特定建築者である大和

ハウス工業株式会社を中心とした共同企

業体により進められており、駅前広場や区

画道路、ペデストリアンデッキ、電線共同

溝などのインフラ整備は市で進めるとい

う役割分担で進めてございます。 

 ４点目、住宅と店舗、守備範囲、権利変

換以外の部分の役割分担につきましては、

基本的には特定建築者において取り扱っ

てございます。 

 ５点目の地震の対応です。こちらにつき

ましては、今回の建築工事は制振工法を取

り入れてございます。 

 制振工法について説明させていただき

ますと、建物の内部にダンパーや重りなど

で構成された制振装置を設けることで、地

震による揺れを小さくする工法でござい

ます。 

 高層ビルやタワーマンションといった

高い建物は、上階ほど揺れが大きくなる傾

向がありますが、制震構造を作用すること

で上階における揺れを抑制することがで

きます。 

 今回、特定建築者においてデュアル・フ

レーム・システムという工法を採用してお

ります。こちらは地震を受けると構造が異

なる建物中心部のタワーパーキングと外

周の住宅部分で揺れの周期に差が生じる

と、この構造の間に制振装置を設けること

により互いの変形を吸収し合うことで揺

れの大きさを低減する。こういった形で制

振工法を採用しているところでございま

す。 

 あとは基礎ぐいについては、約２０メー

トル、今地区につきましては約３０数本打

っており、現在、その工事を進めている状

況でございます。 

 それから６点目、周辺の店舗との調整で

ございます。 

 今回の再開発ビルの保留床につきまし
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ては、先ほど来、説明させていただいた特

定建築者が所有することから同事業者が

テナントの誘致を進めてございます。 

 今回のテナント誘致につきましては、立

地環境、また時代のニーズなど市場性の把

握が強く求められます。今回の再開発にお

いては特定建築者制度を活用して、テナン

トが入ることがまちの活性化につながる

ことから、市場性を捉えたテナント誘致を

進めていただくことが重要と考えてござ

います。 

 その一方で、委員がおっしゃるように市

全体の周辺を含めた商業の活性化という

観点も重要であると認識しております。 

 このようにテナントが今後決まってく

る中ではございますが、周辺店舗との相互

補完などを検討するように特定建築者に

しっかり申入れをしていきたいと考えて

ございます。 

 ７点目、権利者につきまして権利変換の

従前の権利者の現状でございます。 

 権利者数は、早期転出者を含み、総勢で

１２０名になってございます。権利変換者

は３１名で転出者が８９名となってござ

います。 

 権利者の移転先につきましては、報告は

求めていないため全て把握している状況

ではございませんが、隣接することぶき商

店街で店舗を継続されている方や市内で

居住、商業されている方がいらっしゃると

確認してございます。 

 次に、公共施設につきまして床を市で取

得しないかというところです。まず、事業

計画の策定に当たりまして庁内の意見照

会などを行いながら検討してまいりまし

たが、市が床を所有するのは費用もかかり

断念してきた経過がございます。 

 保留床は先ほど説明しているように、テ

ナント誘致がされますが、まず、それらの

テナントと連携した利用ができるかどう

かを今後、引き続き検討してまいりたいと

考えてございます。 

 最後に、府道の歩道の勾配の件でござい

ます。 

 私もよく現場では確認しておりますけ

れども、現在、電線共同溝の工事等もあっ

て御迷惑をおかけしている状況でござい

ます。最終的には、バリアフリーの基準に

準じた勾配で計画してございますので、将

来的には改善されるものと思っておりま

す。 

 よろしくお願いします。 

○松本暁彦委員長 野口委員。 

○野口博委員 そしたら２回目に入りま

す。 

 連続立体交差の件であります。 

 全体的には７割、８割という話がありま

した。先ほど申し上げましたように、人の

権利を扱い、家族構成や地域の状況によっ

ては今後どうするか、それぞれの権利者の

思いも含めて今後の生活をどうするかを

問われる中での職員の対応も大変だと思

います。国の補助金や大阪府の補助金、い

わゆる入るお金の度合いによって何年後

にこれをしますとかはっきりしないお話

であります。完成目標は令和１５年度で９

年後であります。計画どおり進めていただ

くことが一番でありますので、地元権利者

の様々な条件を受け止めて、予算の獲得も

含めて頑張って進めていただければと思

います。 

 その中で、阪急摂津市駅前のロータリー

について、阪急京都線連続立体交差事業ニ

ュース第５号で示されているロータリー

部分の整備については、３月末で完成する

いうお話だったと思います。 
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 その後、今、進めている詳細設計を完成

させ、予算面も含めて関係者間で最後の詰

めの話をして、具体的に展開していく話だ

ったと思いますので、早期にきちっと進め

ていただければと思います。 

 それと権利者の問題であります。 

 高齢化社会の中で御承知のとおり、一人

住まいだとか身体的な困難を抱えている

方もたくさんいらっしゃって、文化住宅が

だんだん少なくなる中で、周りの住宅を見

てもなかなか転居先が見つからないとい

うこともあります。今移りたいけども補償

がちょっと遅くなるとかいろんな条件整

備の関係で時間差があります。その点は状

況を踏まえていただいて、臨機応変に対応

していただければと思っています。 

 あと、工事費の問題であります。 

 阪急電鉄の負担が２６億円という話で

ありました。摂津市が６５億円、大阪府が

１２０億円、国が２２６億円となっていま

す。 

 今の時世、物価高が工事費を増大させる

可能性の最大要因だとおっしゃっており

ます。後から千里丘駅西口の問題も言いま

すけども、過去のいろんな自治体において

も予算の使い道について日本の独特の流

れがあります。どんどん建設事業費にお金

をつぎ込んで、その一方で暮らしに関わる

予算についてはなかなか厳しい状況とい

うことが繰り返されております。御承知の

とおり、自治体としても予算上大変な状況

もあります。補助金の取り方などを工夫・

研究していただいて、物価高の問題もあり

ますけども、事業費が増えないように努力

をしていただきたいとお願いして連続立

体交差を終わります。 

 次に、千里丘駅西口であります。 

 まず、予算の問題であります。 

 連続立体交差も今触れましたけども、都

市計画決定をするときの都市計画案では

工事費全体で１７２億円だったんです。こ

れが今では２９４億円と１２２億円も増

えて、率にすると７０％増です。市負担が

都市計画決定のときには３２億円、今回５

３億円という数字であります。これも６

６％増ということで大変な増え方です。先

ほどの連続立体交差問題でも申し上げま

したけども、予算額について敏感にやるべ

きだと思います。この約５年間で都市計画

決定の出発時点に比べて７割近く増えた

問題について改めてどう評価をしてるの

か、受け止め方について教えていただきた

いと思います。 

 当時、個人的にこの都市計画決定に向け

て地元集会所で説明会を行いました。参加

者の中で、いわゆる建設会社のもうけのた

めの税金投入はいかがなものかという意

見もいただいてます。だから税金投入額に

よっては、非常に敏感な受け止め方をされ

る方もいらっしゃいます。そういう意味も

含めてこの増額について、どう評価したら

いいのかお考えを聞かせていただきたい

と思います。 

 特定建築者の守備範囲であります。 

 確認の意味で、例えば第２街区で今、決

まっているものがあります。権利者はいな

いけども、そこにも入ってくる地元の民間

企業もありますし、権利者から入る方もい

らっしゃいます。いわゆる業務床として入

りますけども、それが入ったとしても空い

てる部分もあります。だから第２街区の６

階建てマンションの残りの分についても、

特定建築者の守備範囲なのかどうか確認

の意味で聞かせていただきたいと思って

ます。 

 それといわゆる共同企業体が受け持つ
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仕事と摂津市が受け持つ仕事の範囲につ

いて話がありました。実際の工事が進む中

で、建物を建てながら公共施設道路やペデ

ストリアンデッキ、歩道とかいろんな工事

を一斉に連動してやっていきます。各工事

に対する連携や調整はどのように進めて

いくのか具体的に説明いただきたいと思

います。 

 地震対応はパンフレットがあれば教え

ていただいて、今後こういう高層住宅は多

分ないと思いますので、参考に各委員にお

配りしていただければと思います。 

 次に、店舗の問題であります。 

 説明では、テナントが決まった時点で相

談しながら再開発ビルの周辺も含めて、店

舗の問題、商業問題をどうするかという調

整会議をするよう申出をしていくという

話であります。これを必ず実行していただ

いて、周辺店舗と競合しない買回り品、最

寄り品を取り扱っていただきたいと思い

ます。 

 例えば、この前、千里丘駅の書店が撤退

されましたし、周辺に新しく店舗が入る動

きもありますけども、閉める店舗もありま

す。微妙な問題でもありますのでちゃんと

調整会議を持っていくということで進め

ていただきたいと思います。これについて

は肝腎な問題なので、部長から答弁いただ

けませんか。 

 次に、従前の権利者の状況であります。 

 昨年５月末が地区外件数を含めて最終

通告期限でありました。１２０名のうち３

１名が権利変換されたとのことです。８９

名が地区外ということであります。併せて

お聞きしたいのは、マンションに権利変換

で入る方が何名とか、店舗分で床を従前の

権利者が所有して特定建築者にお貸しし

て、リベートをいただく方が何名かという

のを併せて可能であればお願いしたいと

思います。 

 次に、公共施設の確保問題です。 

 お答えが分からなかったんですけども、

今後検討するということ、そういう余地も

あるという話なんでしょうか。 

 大きな建物を建てる場合には、市民の

方々が利用できるスペースは当然用意す

るのが普通だと思ってます。ただ、そのた

めには大きな予算が要りますので、ネック

になってなかなか踏み込めないこともあ

ろうかと思います。先ほど南千里丘の例も

言いましたけども、いろんな交渉もあるか

と思います。いわゆる一般的な再開発事業

と違いますので、法的に権利変換計画とい

う縛りもあるかも分かりません。しかし、

市民の皆さんから見たらこんだけのお金

を使って、税金も投入して整備をすると、

市民が自由に使える、駅前で人が集まる中

で使いたいと思っても使えないというの

は不都合な感じもします。肝腎な問題の一

つでもありますので、もう一回、答弁いた

だければと思います。 

 次に、勾配の問題です。 

 完成まででなくて今、あの状態を何とか

できないかと思ってます。工事はあと３年

弱続くわけであります。外構工事でありま

すので早めにすることも可能だと思いま

す。現在利用される方々のお声であります

ので、仮も含めて早急に対応していただけ

ればと思います。周辺を車椅子で通ってる

方々も含めて、市民の方々がちゃんと対策

をしていただいた中で工事をやってるん

だなと思える環境の中で物事を進めてい

くことは大事な点だと思います。もう一回、

その点についてお答えいただければと思

います。 

 以上です。 
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○松本暁彦委員長 答弁を求めます。 

 藤井課長。 

○藤井都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業に関する質問に答弁申

し上げます。 

 まず１点目、予算についてのお問いでご

ざいます。 

 委員がおっしゃいます１７２億円は、当

初、都市計画決定した段階で１７２億円で、

こちらは事前に準備組合で市施行になる

前に検討されていた計画でございます。そ

の当時、事業費を算出しているのは１７２

億円でございまして、当然、建物の高さ具

体的な内容が今の計画とは違ってござい

ます。現在の計画は先ほど説明させていた

だいた２５９億円から２９４億円が現在

の計画、建物での事業費になってございま

す。 

 また、今回、特定建築者という制度も活

用してございます。再開発でそういった保

留床を販売するリスクを市で抱えて売る

ことよりもやはり、特定建築者で責任を持

って物を建ててそこの最終的な運用まで。

ただし、当然そこには市が入っておっしゃ

っているまちづくりという観点の指導は

しっかりしていく必要があると思います。

今回、そういったリスクの部分は、特定建

築者制度を活用することで、抑えられてい

るのではないかと考えてございます。 

 次に、２点目、２街区の残りの部分でご

ざいます。 

 一部、特定分譲床という形で、保育所の

将来を考えて市で保有している部分がご

ざいますけれども、基本的に残りは特定建

築者でテナントの誘致をされていく予定

でございます。 

 あと３点目、工事に対する調整でござい

ます。 

 委員がおっしゃるように今から駅前広

場デッキ等の公共施設工事に入っていき

ます。既に、現在されていますけれども、

建築工事も大きな重機を使いまして工事

を進めてございます。あれほどの狭い駅前

で、これだけ歩行者が多い状況で工事をし

ますので特定建築者と我々の工事を、しっ

かり調整して進めていく必要があると考

えてございます。 

 既に、今までしている工事の電線共同溝

や解体工事がございます。そのあたりは民

間と定期的に工事の調整会議とを持ちま

して、お互いの工程ですとかどこの部分を

やっていくかという調整を進めていると

ころでございます。 

 今後も引き続き調整会議を持って努め

てまいりたいと考えてございます。 

 ４点目です。従前の権利変換で帰ってく

る内訳です。住宅への権利変換者数が８名、

商業につきましては２０名でございます。 

 ５点目です。公共施設につきまして、今

後、検討すると私から答弁したところです。

基本的には市で床は持ちません。ただ、テ

ナントにつきましては、特定建築者が募集

されます。例としまして、どのようなテナ

ントが入るかにもよりますが、よく事例で

あるのが選挙の投票所でして、今、民間の

施設を借り上げて市で投票所を設けたり、

そういった活用事例もございます。我々は、

床は持ちませんけれども、今後持たれたテ

ナントと活用については協議できる余地

はあると考えてございます。その部分につ

きましては検討すると回答をさせていた

だいてございます。 

 最後の道路の歩道につきましては、委員

がおっしゃるように我々も当然できるも

のでありましたらしたいところでござい

ます。しかし、いかんせん道路と今の工事
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をしている宅地の地盤の高さはどうして

も違いますので、高低差が生じてしまいま

す。やはり勾配の解消はなかなか難しいで

す。 

 表面は、これから地下埋設のガスとか水

道の入れ替え工事等、歩道を工事していき

ますんで、その際にはしっかり舗装の表面

が、つぎはぎになって凸凹にならないよう

に、我々としては歩行者の安全という観点

で、しっかりきれいに舗装していきたいと

考えてございます。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 永田部長。 

○永田建設部長 それでは、野口委員の質

問にお答えさせていただきます。 

 先ほど藤井課長からも答弁がありまし

たように、特定建築者と調整会議等を開く

などの申出はさせていただきたいと思っ

ております。 

 その前に、今回の再開発によりまして権

利者の方々に本当に協力いただきまして、

再開発の取組を進めていけたことは大変

感謝申し上げたいと思っております。 

 本当に大きなプロジェクトでございま

す。もちろん再開発が無事完成することを

まず第一に願っているところではござい

ます。しかし、この開発に伴いましてこと

ぶき商店街に移転された方々もおられて

お店を開いている方々もおられます。完成

後も千里丘の魅力を発信して、よりにぎわ

いが起こる千里丘駅西口に努めていきた

いと考えています。これによりまして、地

域の活性化とそれに伴う波及効果を目指

して取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 野口委員。 

○野口博委員 そうしましたら、公共施設

の問題です。 

 先ほど南千里丘の例を出しましたけど

も、例えば開発するときにマンションを建

てる場合は規模によりますけども、何％か

を公園を提供しなさいとか、いろんな取り

組み方があろうと思うんです。 

 工事によって、法律とか条例の制約も当

然出てきます。単純にはいきませんけども

一般的に先ほど申し上げたように、再開発

事業で特定建築者は一般的には２割から

３割はもうけを一応加味して、受注するわ

けです。キーテナントの問題も中にありま

すけども、いろんな交渉もあると思うので、

単純に税金を投入して確保するだけじゃ

なくて、いろんな進め方があるかと思いま

す。ぜひ市民が利用できる場所を確保する

点については、よろしくお願いしておきた

いと思います。 

 商業施設の問題については、必ずそうい

うシステムをつくってやっていただきた

いです。きれいな再開発ができたと多くの

方々がそこに集まってこられると、周辺商

店が潰れていくことになりかねない。その

ような状況はあかんわけで、それはお互い

に分かってるわけです。ぜひ頑張って、シ

ステム化して具体的な取組を進めていた

だきたいと思います。 

 それと歩道の問題については、もう一回

お願いします。 

 やるということですか。例えばいろんな

勾配の修正の仕方は今の時代ですからあ

ると思うんです。２年ちょっとの話ですが、

工事によってはすぐできるかも分からな

い。しかし、何とか平らにしていただいて

皆さんが喜んでいただく中で工事をして

もらう環境が大事かと思います。車椅子の

方、つえをついて歩いている方々の強い要

望でありますので、ちゃんとしていただき
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たいと思います。もう一回答弁をいただき

たいと思います。 

 あと、従前の権利者の問題であります。 

 今の状況については紹介いただきまし

たけども、住宅を周辺で買って住んでいる

方もおれば、マンションに帰ってくる方も

おります。お年を召した方が１回出てまた、

引っ越し業者に頼んで戻ってくるという

こともあります。いろんなケースがあろう

かと思います。借家人の店舗の方々も含め

て、いろんなケースがあろうかと思います

けども、ぜひ目配りしていただいて、何か

あれば対応していただくようにこれはお

願いしておきたいと思います。 

 最後、勾配だけ答弁をお願いします。 

○松本暁彦委員長 藤井課長。 

○藤井都市計画課長 千里丘駅西地区再

開発事業に関する質問に答弁申し上げま

す。 

 私の説明が分かりづらかった部分もあ

ると思います。勾配につきましては、まず

道路の高さが決まってございます。特定建

築者で工事されている宅地の地盤の高さ

も決まってございます。高低差があります

ので当然歩道の横断勾配がついてござい

ます。 

 将来的には段差が解消してバリアフリ

ーに即した断面になります。現在は、工事

用の車両も侵入している状況でございま

す。これをすぐフラットにするのはなかな

か難しいですが、最終的にはしっかり基準

どおりになります。先ほどの説明と重複し

ますけれども、今後、この歩道の部分は、

埋設物の工事とかがどんどん出てきます。

よく工事のたびに穴を掘って舗装で埋め

直すということで段ができて、そこで引っ

かかってという場面が見受けられるとこ

ろでございます。工事の際にはしっかり舗

装面をきれいにして、通行しやすい形にす

るように業者と調整して進めたいと考え

ています。 

 ただ、委員がおっしゃるように歩道をフ

ラットにするのは、ある程度工事が進んだ

段階じゃないと今すぐには難しいと考え

てございます。 

○松本暁彦委員長 野口委員。 

○野口博委員 意見だけです。あそこの現

在の歩道部分は電線共同溝の工事の範囲

に入るのでしょうか。それとも共同溝の中

ですか。電線共同溝工事のときには、歩道

を通れないかも分かりませんけども、工事

が済んだ時点では、ちゃんと整備されると

いうことで考えていいですか。その時期も

含めてちょっと答弁してください。 

○松本暁彦委員長 藤井課長。 

○藤井都市計画課長 千里丘駅西地区再

開発事業に関する質問に答弁申し上げま

す。 

 地下埋設物の工事は、基本的には通行止

めはできませんので、夜間工事でさせてい

ただいてます。状況に配慮して歩きやすい

形状で復旧をさせていただきます。 

○松本暁彦委員長 野口委員の質疑は終

わりました。 

 次に、塚本委員。 

○塚本崇委員 それでは、質問を始めさせ

ていただきたいと思います。 

 まず、阪急京都線連続立体交差事業につ

いてです。 

 決算概要１２４ページ、残額７億９，３

１７万６，５６１円中４億８，５４９万円

を繰り越すと記載されています。 

 決算書の１７７ページに、これは目２街

路事業費として繰越明許費が記載されて

いるんですが、まずは内訳と内容について

お伺いします。 



- 15 - 

 

 同じく決算概要１２４ページです。 

 支障物移転等補償費で１，５００万円予

算計上されているんですが、未執行になっ

ています。執行がゼロになった理由を教え

てください。 

 続きまして、決算概要１２６ページです。 

 千里丘駅西地区再開発事業です。 

 こちらの繰越が４億１，０７９万３，０

００円、決算書では１７９ページに繰越明

許費として記載されております。まずはそ

の内訳と内容について教えてください。 

 ２点目です。概要の１２６ページ、仮設

店舗借上料１億円余りあります。これが執

行率１００％になっていますが、１００％

になっているということは、足りずにほか

のところからお金を流用しているんじゃ

ないかという話になってくるんです。理由

とどこから補塡したのかについてお教え

ください。 

 ３点目です。事務報告書の２１９ページ、

埋蔵文化財発掘調査業務で８，６９０万円

が報告されてます。この埋蔵文化財発掘調

査によって確認できたことをお教えくだ

さい。 

 続いて、事務報告書の２１９ページから

２２０ページにかけてなんですが、再開発

関連工事が挙げられています。この中で、

令和５年度中に終わらなかったものにつ

いて教えてください。 

 続きまして、修正設計です。事務報告書

の２１９ページ、下水道施設修正設計業務

が２か月で約２６９万円に対して橋梁部

修正設計業務が約５か月で２，８２４万２，

５００円の支出になっています。 

 まずは、この中身についてお教えくださ

い。 

 先ほど、制振工法を使っているという話

が出てきました。そこについて伺いたいん

ですけども、基本的に制振工法を使うとい

うことは基礎レベルでダンパーとかカウ

ンターウエイトを置いたりとかをすると

思うんです。一番大きな特徴としてグラウ

ンドレベルで直接触れていないというこ

とがあると思うんです。今回の千里丘駅西

地区の再開発工事は、大きなビルに対して

そういった直接地面に接していない設計

がなされているのかどうかについて確認

したいと思います。 

 以上です。 

○松本暁彦委員長 以上８点です。 

 それでは、答弁を求めます。 

 松本参事。 

○松本連続立体交差推進課参事 まず、阪

急京都線連続立体交差事業におきます質

問に対して答弁いたします。 

 まず、塚本委員一つ目の質問にございま

した繰越額の約４億８，５４０万円の内訳

とその内容について説明いたします。 

 本事業におけます繰越の項目は大きく

五つございます。 

 一つ目が買収地の土地区画の鑑定や対

象物の移転補償費の算定を行います内容

でございまして、不動産鑑定士や補償業務

管理士に依頼する手数料として約６８０

万円繰り越してございます。 

 二つ目が、環境側道用地及び鉄道工事に

伴い、周辺道路へ影響を受けます土地の境

界を確定するための用地測量に関わる測

量委託費、約４９０万円でございます。 

 三つ目が、本事業により将来環境側道と

なる用地の土地購入費、約６，９００万円

でございます。 

 四つ目が東側の仮線鉄道用地の借地契

約において設定します地上権に対する権

利購入費、約８，６４０万円でございます。 

 五つ目が、本事業により移転が必要な建
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物や工作物等の物件の移転に対する補償

費約３億１，８３０万円でございます。 

 これら五つの内容を合わせまして、翌年

度繰越額が約４億８，５４０万円となって

ございます。 

○松本暁彦委員長 西課長。 

○西連続立体交差推進課長 続きまして、

阪急京都線連続立体交差事業におけます

支障物移転等の補償費についての質問に

お答えいたします。 

 支障物移転等補償費といいますのは、本

事業に伴う水道及び下水道施設の移設に

係る補償費用でございます。 

 公共補償基準では、事業の施行区域内に

埋設されております水道や下水道施設な

どの公共施設が支障となる場合、基本的に

事業主体が施設の移設に関する移設補償

契約を施設管理者と締結いたしまして、こ

の契約に基づき施設管理者に補償費をお

支払いすることになっております。 

 補償費の算定におきましては、公共補償

基準上、施設管理者が当該公共施設を移設

する場合、その移設に要する費用から既存

の公共施設の機能廃止時までの経年によ

る財産価値の減耗分を控除することとさ

れております。 

 これは、あくまで施設の現存価値を補償

するものでございまして、従前と同種同等

の施設を再築する費用を補償するもので

新設を補償するものではございません。 

 しかしながら、水道、それから下水道施

設は、その公共性からその機能の廃止や中

断はできませんので、機能を回復させる必

要がございますことから、移設工事の発注

におきまして、補償額から不足が出る場合

には、その差額を当課にて補填していると

いうものでございます。 

 委員が、御質問の執行額がゼロ円となり

ました理由につきましては、当該施設の支

障となる区間が短く、耐用年数の延長に寄

与しない場合は、補償基準上、減耗分の控

除が不要とされております。今回、移設の

対象となった施設がこれに該当すること

から未執行となったものでございます。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 藤井課長。 

○藤井都市計画課長 千里丘駅西地区再

開発事業に関する質問に答弁申し上げま

す。 

 まず、１点目の繰越しの内容と内訳でご

ざいます。 

 繰越し４億１，０７９万３，０００円の

内訳につきましては、委託料３億１，８３

９万３，０００円と工事請負費９，２４０

万円の合計になってございます。 

 委託料につきましては、解体工事に係る

監理業務委託９９０万円と電線共同溝の

工事委託３億８４９万３，０００円の２件、

工事請負費につきましては、施設構造物の

撤去工事でございます。 

 ２点目の仮設店舗の執行率１００％に

ついてです。仕様の見直しを行いまして増

額が生じてございます。そちらにつきまし

て、工事請負費より不足分の流用を行って

ございます。 

 ３点目の文化財調査につきましては、江

戸時代から昭和初期までの耕地化の痕跡

が発見されてございます。少量の小さな土

器の破片や主に昭和時代の生活道具が出

土しています。事業に直接影響を与えるよ

うな大きな発見はございませんでした。 

 ４点目の令和５年度から令和６年度に

続く工事につきましては、解体工事と構造

物撤去工事につきまして、継続して実施を

してございます。 

 ５点目の修正設計でございます。まず内
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容ですけれども、下水道施設の修正設計業

務委託につきましては、令和３年度に実施

した公共施設等詳細設計を踏まえて既設

下水道施設への排水の影響や施工時の公

共交通の動線及び一般車の規制等を考慮

した構造及び工法の検討業務を実施して

ございます。 

 一方、橋梁部の修正設計等業務委託につ

きましては、橋梁下部工施工箇所でのボー

リング調査及びそのデータを基に令和３

年度の公共施設の詳細設計、業務委託の修

正設計及び仮留め工の詳細設計、ＪＲ千里

丘駅舎の接続部分の設計、ＪＲ千里丘駅舎

の自由通路美装化設計を実施してござい

ます。 

 最後の制振工法につきまして、グラウン

ドレベルで設置してるかどうかというと

ころです。今資料は手元にはないんですけ

れども、基本はグラウンドレベルから設置

するものを、制振工法というので先ほど答

弁させていただいたんです。基本はタワー

パーキングと外の住宅の部分の構造体が

違います。つまり、タワーパーキングは硬

くて周りがそれよりも硬くないため揺れ

が違うんで、この二つを結ぶダンパー的な

部分で揺れを吸収してやっていく工法と

考えてございます。 

○松本暁彦委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 ありがとうございます。 

 まず、１番目、繰越しの件です。 

 不用額が３億８０１万９，１５５円とな

って、そのうちの２億８，５００万円が繰

越しされたということです。繰越しとなっ

た理由について２回目お伺いします。 

 それから２番目、支障物移転に関してで

す。 

 水道であれ下水道であれ市の事業であ

ると思うんですが、それを連続立体交差で

補塡する理由についてお聞かせください。 

 ３番目、千里丘駅西地区の再開発です。 

 これも不用額が２億２，０００万円あり

まして、繰越明許が約４億１，０００万円

です。この理由についてお伺いします。 

 それから、４番目。 

 現在、仮設店舗がエリア内に建ってるか

と思います。仮設店舗を特例的に認めた理

由について、何か法的根拠があるのであれ

ばそれを教えてください。 

 ５番目、埋蔵文化財です。一定あまり価

値のなかったものが出たという意味合い

で答弁いただいたと思うんです。それもあ

る程度教育委員会で精査していただいて、

必要であれば当時の文化はこういうもん

だったというのを見られる形にしていた

だけると助かります。これは要望とさせて

いただきます。 

 ６番目です。 

 終わらなかったものを聞いた理由なん

ですけども、現在、電線共同溝の工事をや

っているかと思います。主に夜間にやって

いたりするかと思うんですが、これが期間

の終わりの来年３月３１日になってまし

て、私の中で本当に終わるのかという疑問

があります。これについて遅れが生じてい

るのではないか、工程的に無理がないかお

伺いします。 

 ７番目です。 

 基本的にはボーリング調査で構造体自

体の見直しとペデストリアンデッキの美

装化の設計をされたと思うんです。設計単

価が下水の修正は大体月１３４万円に対

して、橋梁部の修正が月６４０万円余りで

５倍ほど開きがあるんです。少なくとも月

６４０万円のプロジェクトとなってくる

と大体６名から１０名程度の人員のプロ

ジェクトチームが５か月間走らなきゃい
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けないと思うんです。その成果物について

お教えください。 

 ８番目です。 

 制振工法です。基本的にグラウンドレベ

ルでダンパーが付くようなイメージかと

思います。またお聞かせいただければいい

と思います。 

 ちなみに北大阪防災センターでも制振

工法を取っているんですけど、基本的に地

面部分と建物部分が分離してます。そうい

う工法になってるんで、割と大きな隙間が

空いていたりするんです。そういうのも見

て、見聞を広めていただければと思います。

これもまた資料を見せていただければと

思います。 

 以上です。 

○松本暁彦委員長 答弁を求めます。 

 松本参事。 

○松本連続立体交差推進課参事 それで

は、阪急京都線連続立体交差事業に対する

質問に答弁申し上げます。 

 まず初めに、繰越しとなった理由につい

てです。 

 まず一つ目の繰越内容、手数料につきま

しては用地取得を行う際に必要となる対

象物件地の土地価格の鑑定やその上にあ

る移転が必要な建物などの移転に係る補

償費用の算定を不動産鑑定士や補償業務

管理士等に依頼するものでございます。権

利者様との用地交渉に時間を要したため、

契約期間を延期したことから繰越しとな

ったものでございます。 

 二つ目の連続立体交差事業調査委託料

の測量委託費につきましては、今後、環境

側道となる香露園に位置する市道香露園

５号線周辺の用地や千里丘三島線におけ

ます産業道路踏切前後の用地など、鉄道工

事に伴い影響を受ける周辺道路と民地と

の境界確定及びこれに必要な用地測量等

を実施するものです。契約当初より鋭意、

境界確定事務を進めさせていただいてご

ざいましたが、一部公図の訂正が必要とな

り官民境界及び民民境界について根拠と

なる既往の資料の収集整理や権利者の特

定、権利者間の協議調整等に時間を要して

いることから、工期を令和６年度末に延期

しており、これに伴い繰越しとなったもの

でございます。 

 また、土地購入費、権利購入費、物件移

転補償費につきましては、いずれも権利者

様からの用地取得に伴い支払う補償費用

で、先ほどの手数料と同様に権利者様との

用地交渉に時間を要したこと、また、これ

ら契約に関する支払い事務につきまして

は、契約額の７０％分を契約時に前払い金

として相手方にお支払いし、土地の引渡し

や物件の移転完了後に残りの３０％分を

最終支払うこととなります。しかし、権利

者様のご都合により引渡しが遅れた場合、

翌年度に支払いが発生することから繰越

しとなったものでございます。 

 権利者様との用地交渉におきましては、

皆様、個別に様々な事情を持っておられま

す。また、買収や借地により移転を余儀な

くされることで権利者様の日常生活やこ

れまで描いておられた将来設計に大きな

影響を及ぼすことになりますことから、事

業の時間の許す限り、できるだけ寄り添っ

た交渉や対応に努めなければならないと

考えてございます。 

 繰越しの理由については以上になりま

す。 

○松本暁彦委員長 西課長。 

○西連続立体交差推進課長 続きまして、

支障物移転等補償費に関します質問、水道

及び下水道施設の移転費用の不足を連続
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立体交差推進課で補填する理由につきま

して質問にお答えいたします。 

 水道や下水道施設につきましては、同じ

市内部の施設であり、当課では本事業に係

る補償全般の事務を一手に取り扱ってい

ます。当課にて総じて予算を確保すること

が合理的であるため、施設管理者と協議の

下、当課にて予算措置を行っているもので

ございます。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 藤井課長。 

○藤井都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業に関する質問に答弁申

し上げます。 

 まず１点目の繰越しの理由につきまし

ては、いずれもアスベストの発生を要因と

する解体工事の遅れの影響により繰越し

が生じたものでございます。 

 ２点目の仮設の店舗につきまして、銀行

だけが仮設店舗で営業してるその法的根

拠等でございます。補償基準において銀行

という公益性の高い事業で営業活動を休

止させることが社会的に見て妥当でない

場合、営業を休止することなく簡易営業所

を設置して営業を継続することが必要か

つ相当であるときは仮営業所の設置の費

用等を補償すると規定されてございます。 

 今回の仮設店舗につきましては、このよ

うな補償の考え方を踏まえて、周囲で同規

模の用地が見つけられない状況で駅前広

場の予定地を活用して銀行の営業の継続

のため、仮設店舗の設置を行ったものでご

ざいます。 

 ３点目です。 

 電線共同溝の工事です。府道や区画道路

部は完了する予定でございますが、今後整

備予定の駅前広場のデッキの橋脚工事に

支障となる部分や銀行の仮設店舗の影響

で、今の段階で施工が困難な箇所がござい

ます。これらにつきましては、次年度以降

整備する予定でございます。 

 最後の修正設計の部分でございます。 

 下水道に比較して委託料が大きくなっ

ている点は、委員が御指摘のとおり地質調

査を行って、その結果を踏まえて上屋を含

む橋梁及びその附属施設全体の修正設計

や構造計算、仮設工の見直しを行っている

ためでございます。 

 成果品については特段、特別なものを求

めているものではなくて、通常の設計業務

委託と同様に計画図、数量、構造計算結果

等になります。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 答弁が終わりました。 

 塚本委員。 

○塚本崇委員 それでは、３回目に移らせ

ていただきます。 

 １番目、繰越しとなった理由についても

おおよそ分かりましたので、これについて

は良とします。 

 面積ベースでは９割でしたか、野口委員

のときにされていたと思うんですけども、

基本的にはここからが勝負だと思ってい

ます。できるだけ寄り添ってしっかりやっ

ていただきたいと思っております。よろし

くお願いします。 

 ２番目の不足分を補塡する理由も分か

りました。 

 ただ、設計業務等々あると思いますし、

下水道それからあと気になっているのが、

阪急電鉄と千里丘三島線の交差する点で

北東の方向に大きなガス管があるんです。

あそこも、事故のないようにお願いしたい

と思います。十三高槻線とかシールドマシ

ンがぶつかったせいで開通が大幅に遅れ

るということが実際起きていますので、事
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故のないようにお願いしたいと思います。

要望とさせていただきます。 

 ３番目です。 

 千里丘駅西地区の再開発の繰越しは理

解しました。 

 適切に執行をお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。要望です。 

 ４番目、仮設店舗の件です。 

 仮設店舗は適当な用地が見つからなか

った。そう考えると千里丘駅前に銀行が建

った。となると、用地がなかったというと

ころはいま一つ根拠が弱い気もします。た

だ、必要となる場合は必要なものとしてや

って、全体の工程的には遅れてほしくない

ので、それを理由にはしないようにお願い

します。 

 ６番目です。 

 ＫＰＩに移ります。行政経営戦略ですと

年々１０％ずつ上がってるんです。令和５

年度は事業進捗７０％となっているんで

すが、既に、令和８年度末で１００％の予

定が崩れてるんです。令和８年度に急に９

７．５％になったりしないかとすごい心配

しているんです。この進捗率に関しては７

０％と考えて本当に問題ないのか答弁を

お願いします。 

 それから７番目です。 

 これも要望にします。相当な人数をかけ

てやっています。マンパワーで短期間、つ

まり５か月間で２，８００万のギアを上げ

る設計というのと、相当なハイレベルなも

のになっていないとおかしいので、そこは

しっかり見てほしいと思います。これも要

望とさせていただきます。 

○松本暁彦委員長 答弁を求めます。 

 藤井課長。 

○藤井都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業に関する質問に答弁申

し上げます。 

 ＫＰＩが７０％で問題ないかというと

ころでございます。ＫＰＩの指標は、現在、

工事に入ったところでございます。工事だ

けでなくて、これまでの事業認可の手続や

権利変換計画、権利者様との合意形成も含

めて全体の中での工事の進捗率を算出し

てございますので、全体では、今７０％程

度進捗しているものと考えてございます。 

 事業期間につきましてです。 

 事業期間が３か月間延伸となりました

けれども、今後もしっかり進捗管理に取り

組んでいきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 進捗管理についてです。皆

さんもパソコンを触っていたらプログレ

スが９６％とか９７％になったり、いきな

り止まって全然進まないことがよくある

と思うんです。線で考えるとすごく駄目で、

９０何％になったときに、その奥に向かっ

て例えば、ファイルの展開だったりが含ま

れていると考えてほしいです。 

 だから、あくまで進捗上の指標をクリア

して９０数％までいって、その中で重たい

ところに作業が入るとそこで指標が次に

進まないから９０数％で止まるという感

覚でいてもらわないと。なかなか理解しづ

らい指標なので、連続立体交差事業も千里

丘駅西地区再開発事業も多分一緒だと思

うんです。最後の９０何％までいってから

進捗が止まらないようにだけ、期間はしっ

かり見ていただきたいと要望して、私の質

問を終わります。 

 以上です。 

○松本暁彦委員長 塚本委員の質疑が終

わりました。 

 次に、西谷委員。 
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○西谷知美委員 お二人が様々、質問して

いただいたので、私からは阪急京都線連続

立体交差事業に関しては２点、千里丘駅西

地区再開発事業については要望を１点と

させていただきます。 

 まず、阪急の京都線立体交差の事業につ

いてです。先日、神戸方面に行く用事があ

りまして、そこで高架下のお店が非常に上

手に活用されていて、おしゃれに商業地域

として活性化していると感じるところが

あったんです。高架下というのは大分先の

スケジュールになるかもしれないんです

けれども、阪急の駅前ってよくアンケート

とかでも食べるところがないとか買物を

するところがないというお声を聴きます。

一応、飲み屋はあるんですけれども、洋服

を買ったりとか商業的にあんまり成功し

てないみたいなお声も聴くので、そういっ

たお考えがあるのかをお聞きしたいと思

います。 

 そして２点目は、先ほど塚本委員が聞か

れていました千里丘駅西地区の工事の過

程で埋蔵物があった点です。決算でも上が

ってきてたんですけれども、阪急電鉄では

そういった工事の進捗に影響が出るよう

なものがなかったのか。そういうものが予

想されるかどうかをお聞きしたいと思い

ます。 

 要望といたしまして、千里丘駅西地区再

開発です。これは、野口委員が再三質問さ

れていました公共施設がゼロというとこ

ろは私も前々から気になっておりました。

阪急摂津市駅開設時にはコミュニティプ

ラザがあり、千里丘駅の東側においてはフ

ォルテ摂津の中に会議室的な貸しスペー

スなどがあったり、昔は市の出張所として

活用されていたと思うんです。千里丘地域

は市域の端にはなるんですけれども、一定

人口の、ボリュームがあるけれど、公民館

ぐらいですか。人口のボリュームがある割

に、明和池公園はすごくほかの地域の方か

ら羨ましいと言われるんです。私自身は住

んでいてセッピィ号のようなバスもない

し、税金を落としている割には公共からの

バックがない感じは受けています。例えば

千里丘駅って私も駅に立ってますとほぼ

９割は吹田市の人という言い方もされる

んです。それだったら吹田市とも協働で千

里丘駅西地区の予算化をして、千里丘駅の

乗降客数は、各駅停車しか停まらない駅で

はあるんですけれども、利用者数はあると

思うので、それなりの施設を設けるような

検討を今からでもしていただきたいこと

を要望しておきます。 

○松本暁彦委員長 答弁を求めます。 

 西課長。 

○西連続立体交差推進課長 １番目の質

問、高架下利用の今後の検討の時期等にお

答えさせていただきます。 

 連続立体交差事業により新たに生み出

されます高架下の空間は、地域の生活環境

や都市機能の向上、地域の活性化などまち

づくりに重要な空間となるものと考えて

おります。 

 高架下の用地につきましては、鉄道事業

者の所有地となります。国の都市における

道路と鉄道との連続立体交差化に関しま

す要綱及び細目要綱の中で、市が自ら運営

する公共の用に供する施設を設置しよう

とする場合には、あらかじめ鉄道事業者と

協議し、鉄道事業に支障がない限り、基本

的に１５％分の高架下を利用できるとさ

れております。 

 委員が御指摘のように高架下利用の在

り方につきましては、いろいろ地域の方が

望まれるものあるとは思います。今の段階
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で言いますと阪急電鉄が、高架橋の詳細設

計を実施されている段階でございます。今

後、橋脚の割りつけだとかの部分が出てく

ると思いますので、利用できる範囲がその

段階になってきますとある程度明らかに

なってくると考えております。 

 鉄道工事のおおむねのプランが出てき

て、着手されるような段階ぐらいで、鉄道

事業者と協議させていただいて検討して

いく必要があると、今のところは考えてお

ります。 

 高架下の利用につきましては、鉄道事業

者とか我々行政側だけで決めるものでも

なくて、地域住民の方々とか駅を利用され

る方々、こういった皆様の意見を聴きなが

らいろいろと進めていく形になるかと思

います。 

○松本暁彦委員長 松本参事。 

○松本連続立体交差推進課参事 続きま

して、文化財調査の結果と事業スケジュー

ルの影響について説明させていただきま

す。 

 本事業区間におけます昔の住居跡や貝

塚、土器、石器など生活道具等の文化財が

地下に埋蔵されております埋蔵文化財包

蔵地は、主に阪急電鉄東側の山田川周辺の

地域と阪急摂津市駅西側の一部の地域に

あるとされております。 

 このことから、令和５年度に大阪府の教

育庁文化財保護課から調査箇所について

指示がございまして、本事業区内の文化財

包蔵地内と包蔵地外の一部について試掘

調査を実施してございます。 

 実施箇所につきましては、庄屋２丁目、

庄屋１丁目、千里丘東４丁目、香露園地内

などで計８か所実施してございます。調査

の結果、庄屋２丁目地内の庄屋１号線付近、

庄屋１号線付替道路用地におきまして、土

器等が確認されております。 

 これを受けまして、令和６年度に庄屋１

号線付替道路の整備工事に先立ちまして、

埋蔵文化財の調査を１０月末頃まで実施

しておりましたが、現段階におきまして、

今後の事業進捗に影響を及ぼすような結

果が出ていないと伺ってございます。 

 以上になります。 

○松本暁彦委員長 答弁が終わりました。 

 西谷委員。 

○西谷知美委員 回答ありがとうござい

ました。 

 まず１番目の高架下の活用についてで

す。さっきの千里丘駅西地区の開発の過程

にも関わってくるんですけれども、そうい

ったスケジュールが今後出てきたとして

市が関与できる部分が１５％あるという

ところです。ぜひ地元の方、地域の方のお

声によってこういった施設が欲しいとい

う要望がかなうように、ぜひ市民との対話

の場をそれが見えてきた段階でつくって

いただきたいと思います。 

 事例というか確実にどこにあるとは分

からないんですけれども、関東で言ったら

西武鉄道の駅前に民間学童保育室を運営

するといった形も取られています。そうい

った活用もスケジュールが出るまでの間

に私も勉強しようと思っております。開発

に関わる担当課でも、単に便利になるとい

うところじゃなくてまちづくりでもある

ので、そういった観点からもお調べいただ

けるとありがたいと思います。 

 埋蔵物の件については詳しく説明あり

がとうございました。 

 実際に発掘調査されたのが令和６年度

ということです。１０月末の時点でしっか

り結果が出てスケジュールに影響がない

という報告をいただきましたので安心い
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たしました。ぜひ、９年後の完成に向けて、

先ほど塚本委員もおっしゃっていました

けれども、途中まで数字は高くなっていた

のに最後足踏みしないようにしっかりと

進めていただきたいと思います。 

 以上です。 

○松本暁彦委員長 西谷委員の質疑が終

わりました。 

 それでは、次いで、水谷副委員長。 

○水谷毅委員 それでは、質問させていた

だきます。 

 今回、初めて本委員会を担当させていた

だくので、初歩的な質問になると思います

がよろしくお願いします。 

 １点目です。 

 阪急京都線連続立体交差事業です。今、

ロータリーの工事をやっておりまして、せ

っかく自転車置場を広げたと思うんです

けど、またそれも一旦閉じなあかんという

状態であります。自転車置場を含めまして

公共施設で撤去または代替されたところ

はあるのか。まず、その影響についてお聞

かせいただきたいと思います。 

 ２点目、修繕料が決算概要の中にありま

すけども、どういう内容なのか教えてくだ

さい。 

 ３点目、アドバイザー委託料があります

が、どのような内容で委託をするのか教え

てください。 

 ４点目、土地借上料がありますが、これ

は工事期間中の借り上げであって、工事完

了後は返却するものかどうか、お聞かせく

ださい。 

 ５点目、付替道路は借りているものと購

入しているものがあるのか聞かせていた

だきたいと思います。 

 ６点目、権利購入費は、地上権のことな

のか、そして工事完了後はなくなるものな

のかお聞かせください。 

 ７点目、連続立体交差事業負担金があり

ます。これはどこに支払うものなのか、ま

た、どんな費用なのかお聞かせください。 

 ８点目、契約業者の記載が事務報告書に

も載っております。物価高騰等で非常にど

の事業者も経営状態を注視すべきところ

だと思うんです。この経営状況を市として

定期的に確認をして、当初契約の内容が潤

沢に進むことができるのかどうかのチェ

ックを行っているのかお聞かせいただき

たいと思います。 

 次に、９点目です。 

 令和５年度中にいわゆる説明会、地権者

であったり住民の方であったりは実施さ

れているのかです。 

 １０点目、実際の仮線工事は全ての用地

取得が完了もしくはめどが立った時点で

始めるのか。それともある程度見込みを持

ちながら、できるところから進める方式な

のか、お聞かせいただきたいと思います。 

 次に、１点目として、摂津市駅東口です。

１令和５年度に取り組まれた内容をおお

むねで結構ですのでお聞かせいただけた

らと思います。 

 次に、１２点目。 

 摂津市駅東側も西側も影響しますが、今、

東口のところに新しく薬局もできまして、

比較的大きな駐車場もなくなったりして

おります。それぞれの駐車場に対して令和

５年度もしくは今後の展開について分か

る範囲でお知らせいただけたらと思いま

す。 

 次、１３点目としまして、摂津市駅西口

なんです。先ほど西谷委員からも利用者の

住居状況についてのお話がありました。 

 例えば、タワーマンションの下にどうい

う施設が欲しいのかというニーズ調査や、
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吹田市にもきちんとホットラインで確認

ができているかどうか。また、摂津市の場

合、安威川以南からバスで利用されてる方

も結構いらっしゃいます。そういったニー

ズ調査は、市がやるべきなのか事業者がや

るべきなのか、協会もあると思いますけど、

市で考えていることがあれば教えてくだ

さい。 

 以上１３点です。お願いします。 

○松本暁彦委員長 答弁を求めていきた

いと思います。 

 西課長。 

○西連続立体交差推進課長 まず、１点目

の自転車置場などこれまでの公共施設で

撤去されたところがあるかというお問い

でございます。これまでに公共施設で撤去

した場所につきましては、仮設駅前広場の

整備工事に伴い、保健センター内の植栽等

を一部撤去しており、仮設駅前広場の歩道

として整備させていただいております。 

 また、駅周辺の自転車駐輪場やレンタサ

イクルは、今後事業の進捗に伴い移設が必

要となります。施設利用者への影響が出な

いように現在、代替施設の工事発注に向け

準備を進めているところでございます。 

 ２点目の質問、修繕料の内容についてで

す。用地取得後の用地を管理するための立

入り防止のフェンスであったり、不法投棄

防止のための用地管理用のフェンスの設

置、それから防草シートの敷設や除草の作

業、それから建物等の既存の排水管が残っ

ている場合につきましては、こういったも

のの撤去なども行っているものでござい

ます。 

 ３点目、アドバイザー委託料の内容につ

いてです。本事業では、鉄道工事の早期着

手に向けまして事業に必要な用地を早期

に取得することが重要となります。取得が

必要な土地やその上にある建物や工作物

などは個人の財産であり、これらの取得や

移転は相手方の日常生活に大きな影響を

及ぼすものでございますから、交渉が困難

となるケースや長期化するケースも多く

ございます。 

 用地交渉や補償交渉におきましては、

様々な土地や相続に関する問題だけでは

なく、権利者ごとにそれぞれ個別具体的に

様々な事情を持った方がおられますこと

から、こういった権利者様に対し、適切に

対応するとともに、新たな税制等の法整備

や法改正などにも迅速かつ適正に対応す

る必要がございます。これら課題の対応方

法につきまして、弁護士や司法書士といっ

た各分野の専門家より助言を得ることで

職員の不足する知見や専門的知識を補う

ことを目的に、アドバイザー契約を結んで

いるものでございます。 

 続きまして４点目、土地借上料の借上げ

期間と工事完了後の取扱いについてでご

ざいます。鉄道東側の仮線用地及び鉄道工

事の施工ヤードになる用地につきまして

は、地上権設定契約を基本とさせていただ

いております。一部地権者につきましては、

土地賃貸借契約を締結しておりますこと

から、毎年その地代を権利者様に対しお支

払いするものでございます。 

 借地期間につきましては、基本的に事業

に伴います仮設道路及び鉄道仮線施設等

の構築物撤去完了までの期間とさせてい

ただいておりますので、工事完了後は相手

方に返却させていただくことになってお

るものでございます。 

 引き続き５点目です。 

 付替道路用地は借りているものと購入

しているものがあるかというお問いでご

ざいます。環境側道用地は基本的には購入
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しておりますが、付替道路用地につきまし

ては、購入ではなく地権者の方にお借りし

ているというものでございます。こちらの

も返却させていただくという形になりま

す。 

 ６点目、権利購入費の内容と事業完了後

の取扱いについてのお問いでございます。

本事業では、先ほども申し上げましたとお

り基本的に東側を借地にて確保しており

ますので、地権者との契約におきましては、

賃貸借契約に変えて、基本的に地上権を設

定し、権原を確保させていただいておりま

す。 

 この地上権の設定に対して補償金をお

支払いさせていただいているものでござ

います。委員が御質問の事業完了後につき

ましては、地上権設定の登記を外しまして

地権者に返却させていただくということ

になります。 

 ７点目の質問、連続立体交差事業負担金

はどこに支払うものかというお問いでご

ざいます。本事業は関係者間で事業費の負

担割合を定めておりまして、事業費のうち、

阪急電鉄が６％、残り９４％を１００とし

たとき、５５％が国、３０％が大阪府、１

５％が本市の負担割合となってございま

す。 

 当面は毎年度の連立事業の１５％を委

員お示しの連続立体交差事業負担金とし

て大阪府へお支払いするということにな

ってございます。 

 引き続きまして、８点目、契約する請負

業者の経営等について確認をされている

のかというお問いです。修繕及び業務委託

などの発注につきましては、随意契約によ

るものが多いのですが、これらにつきまし

ては基本的に市の登録業者へ発注してお

りますことから、特に原課では経営状況な

どの確認等は行っておりません。 

 しかし、単価契約など契約時において財

務規則上の定めのあるものを除きまして

は、例えば準備工事など入札による工事発

注等につきましては、請負業者から履行保

証金が契約時に保証会社等に納められま

す。万一、債務が不履行となった場合でも

経済的な損失が発生した場合は金銭的に

補償される形で対応することとなってご

ざいます。 

 ９点目の質問、令和５年度の説明会の実

施状況でございます。 

 令和５年度は、補償内容や設計、工事の

スケジュールについての説明会を計４回

実施させていただいております。 

 令和６年１月に阪急摂津市駅前の大型

区分所有マンションにて補償内容の説明

会と駅前広場の工事内容について説明会

を１回実施、駅前広場の工事につきまして

は、同時期に駅利用者向けの説明会を１回

実施しております。 

 令和５年４月には、山田川付近の大型区

分所有マンションにて補償内容、駐車場移

転の部分になりますけれども、説明会を１

回、令和５年６月に庄屋公園管理棟にて、

庄屋公園支障移転工事の内容につきまし

て、施工中の状況や整備後の状況について

の説明会を１回実施しており、計４回とな

ってございます。 

 最後に、実際に仮線の工事に取りかかる

時期についてでございます。先ほど野口委

員の質問でも答弁させていただいたとこ

ろです。仮線工事の着手時期につきまして

は、現段階では具体的な着手時期を事業主

体である大阪府や鉄道工事を行う阪急電

鉄からは伺えてはおりません。 

 阪急電鉄からは鉄道工事に着手するた

めにはある程度連続的にまとまった用地
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が必要であると伺っておりますが、用地取

得も進んでおり、準備工事も一定進んでお

りますので、本市としては既に工事着手可

能な段階にあると考えております。これら

の状況を踏まえまして、事業主体である大

阪府や鉄道工事を行われます阪急電鉄に

対し、できるだけ早期にしかるべきタイミ

ングで鉄道工事に着手していただけるよ

う強く求めているところでございます。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 藤井課長。 

○藤井都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業に関する質問に答弁申

し上げます。 

 商業施設のニーズ調査でございます。 

 こちらにつきましては、特定建築者の提

案の中でも周辺地域の商業施設の状況で

すとかニーズなど様々、検討・調整をされ

ております。 

 その中で、今回の千里丘駅西地区の特徴

である子育てファミリー世帯のニーズに

応える駅前商業施設ですとか、駅周辺地区

の日用品のさらなる充実と買回り品等の

にぎわいや回遊性を高める駅前の商業施

設というところでニーズを踏まえて、現在

テナントの誘致などをされている状況で

ございます。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 答弁ありがとうございま

す。 

 １点目の自転車置場等の進め方につい

てです。 

 利便性が低下しないように無事故で進

めていただきたいことを要望とします。 

 ２点目の修繕料についてはよく分かり

ました。２キロメートルを超える幅広い工

事でもありますし、付替道路とか含めたら

結構長いと思うんです。そういう養生的な

部分は、子供も多い地域になってますので、

しっかり漏れがないのか定期的に確認を

して今後も進めてほしいと思います。要望

です。 

 それから３点目のアドバイザー委託料

について、法的な部分であるとか、諸手続

で必要であるということで理解しました。 

 毎日、庁舎の５階部分も遅くまで電気が

ついてます。メンタル面においてもアドバ

イスを受けれるような、これは職員の方で

あるとか利用者の方であるとか、ある意味、

仮設というか飯場みたいな状態で作業さ

れる方もあると思います。その辺も含めて

しっかりサポートしていただいて思わぬ

ところで事故が発生しないように考慮し

ていただきたいことを要望します。 

 ４点目、土地借上料については、工事ま

でということで了解しました。 

 ５点目の付替道路も同じような形とい

うことで把握できました。 

 ６点目の権利購入費についても、これも

同じような形で工事後は返却ということ

で分かりました。 

 ７点目の連続立体交差事業負担金は、大

阪府に支払うということで理解しました。

歳入を見ますと、いっぱい歳入があって、

それをいろいろ振り分けていってるもの

の中に大阪府に返すような感じもあると

理解ができました。 

 取扱金額も大きいので、計算上いろいろ

ミスがないように、複数の目で確認をして

いただきたいと思います。 

 次に８点目の契約業者の経営状況につ

いては、万が一のときには費用的には補償

されているという内容をお聞きしました。 

 ただ、孫請けで仕事をされたりとかして、

何かあったら全体の工期にも影響してく
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ると思うんです。これができたらこれやと

いう流れで作業を進めていると思うので、

そういう意味では所管は変わって財政と

かかと思うんですけども、大体、現場を見

ていたら工事業者の雰囲気は何となく分

かると思うんです。その辺の感性を磨きな

がら遅滞なく進めていただきますよう要

望したいと思います。 

 ９点目の説明会については、分かりまし

た。 

 結構頻繁に開催していただいていると

いうことで、地域の皆さんも喜ばれている

と思います。 

 鳥飼地域の安威川以南の方はどんなの

ができるんかという気持ちを持っておら

れます。そういう部分のアナウンスという

か、インフォメーションも考慮していただ

けたらと思います。よろしくお願いします。 

 それから、１０点目の用地取得完了後、

工事の進め方です。 

 今からでもできるとこはあるというこ

とで、全体のバランスもあると思うんで、

少しでも早く進めるようにお願いしたい

と思います。 

 通るたびに風景が変わるというか、昨日

までここは通れていたのに、明日からこっ

ちになったとか、状況が変わると思います。

子供たちの通学路についても、しっかり教

育委員会や学校と連携していただいて、事

故のないようによろしくお願いしたいと

思います。 

 それから１３点目のニーズ調査に関し

てです。よくできたものの住民の考えと違

うまちになってしまったという声を聴く

まちづくりもあります。その辺、自分だけ

の目じゃなくていろんな方の目であると

か感覚とかを大事にしていただいて、いい

のができたと最後におっしゃっていただ

けるようにお願いをいたしまして質問を

終わります。 

 以上です。 

○松本暁彦委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後０時２分 休憩） 

（午後０時３分 再開） 

○松本暁彦委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○松本暁彦委員長 討論なしと認め、採決

をいたします。 

 認定第１号所管分について、認定するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○松本暁彦委員長 全員賛成。 

 よって、本件は認定すべきものと決定い

たしました。 

 これで本委員会を閉会します。 

（午後０時４分 閉会） 
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